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1. 研究の背景及び目的 

社会経済状況の激しい変化に対応するためインフ

ラ分野において建設 DX が推進されているところで

ある 1)。建設現場では、施工状況を監理する DX化技

術が求められ、映像情報の活用が期待されていると

ころである 2)。これまで、施工プロセスをプロファイ

リングする CPPを試み、その有効性を検証しながら

施工プロセスの特徴点を自動抽出するアルゴリズム

を検討してきている 3）。本研究では、この特徴点をも

とにアラート発出機能を具備させることで、より安

全で、的確な施工監理支援システムを構築する。 

2. 検討内容 

(1)CPPの概要 

CPP は、建設現場のリアルタイム映像に対し、独

自に開発した AIにより各画像の特徴量（IC）を算出

し、連続する画像フレーム間の IC変化量に基づきプ

ロファイルを生成する（図-1）。施工プロセス間の相

関、成分構成比、リスク発現確率や生産効率等の指標

を利用しながら施工監理を支援するシステムである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 CPPの考え方 

 

 

(2)特徴点を自動抽出するアルゴリズム 

また、これまで、図-2 に示すような数値的なパタ

ーンや図-3 に示す映像情報のユニットを DNA 的な

教師データとして設定し、類似するプロセスを抽出

するアルゴリズムを構築してきている。 

本研究では、これらのアルゴリズムをクラウドシ

ステムに組込み、施工上で注意喚起すべき条件の設

定及びアラート結果表示機能を構築するものである。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図-2 特徴点の抽出（数値ベース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 特徴点の抽出（映像ベース） 

3. 検討結果 

(1)アラート設定 

施工監理上のアラート機能は、数値（P値）をベー

スとする場合、P値の特異値を検出、あるいは、数値

的なユニットを条件として、類似プロセスを検出す

ることが考えられる。また、画像解析としては、類似

画像の検出、映像解析としては、連続する画像をユニ

ットとして類似映像を抽出することとした（表-1）。 
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表-1 アラート設定条件 

Ⅰ.数値解析 

P 値の特異値を検出 

Ps（Singularity Value：特異値） 

P 値の傾向を把握 

HM（Heat Map：ヒートマップ） 

Ｐ値の類似プロセスを抽出 

DNAP（DNA of Process） 

Ｐθ値の類似プロセスを抽出 

DNAPθ（DNA of Process θ） 

Ⅱ.画像解析 
類似画像を抽出 

DNAIS（DNA of Image Similarity） 

Ⅲ.映像解析 
類似映像を抽出 

DNAIS2（DNA of Images Similarity） 

また、これらの特徴量を抽出するための基準値や

相関係数、対象連続フレーム数などの条件設定画面

イメージは、図-4 に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 アラート設定画面 

(2)アラート結果表示 

必要とするアラートは、工種や工事内容、対象と

する施工空間（撮影範囲）は、もちろんのこと進捗

状況、作業時の気象条件、安全上特段の配慮が求め

られる場合など個々の現場の施工状況に応じて設定

することとなる。図-5 は、各条件に応じたアラート

結果の表示例である。これまでは、常時、監視者が

映像、写真、プロファイル等をモニタリングする必

要があったが、本機能によりアラート発出時のみに

注力した施工監理支援が可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5(1) アラート結果表示イメージ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5(2) アラート結果表示イメージ（例） 

4. 今後の展望 

本研究の成果を踏まえ、今後は、単一の建設現場

だけでなく複数の建設現場を統合的に施工監理する

ためのアラート結果の告知タイミングや表現方法な

どについて検討を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 複数現場のアラート表示イメージ 
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